


河合祥一郎　戯曲研究／西洋演劇史
戯曲研究　研修所が定めた必読リストの戯曲を読み、
「レポートの書き方」に従ってレポートを提出し
てもらう。単なる読者としてではなく、役者とし
て戯曲を読むとはどういうことかを考え、理解し、
そして実践できるようにするのが目的。筋を追う
だけでなく、その場面で何が起こっているのか、
なぜその人物はその台詞を言うのかを考えなけれ
ばならない。授業での実践に基づいて、指定図書
以外の戯曲も自分で読み進めてほしい。
西洋演劇史　あくまで役者の視線から、ギリシア演
劇から現代演劇まで演劇の形態や劇場の変遷をた
どりつつ、役者と客との関係や戯曲のありようの
変化を概観する。「演劇」とひとくくりにされる
ジャンルのなかにも、多様な演劇があったことを
知ることによって、これから舞台に立つための実
践力を支える知識を培う。舞台での演技と映画・
TV での演技との違いなどについても講義する。
知は力なりと実感してほしい。

試演会①　　 抱擁家族　　　　　　　　　  小島信夫／西川信廣
朗読劇　　　 ハーメルンの死の舞踏　　　  ミヒャエル・エンデ／田中麻衣子
試演会②　　 ブルーストッキングの女たち　宮本 研／宮田慶子
修了公演　　 インナーヴォイス̶内なる声̶　 エドゥアルド・デ・フィリッポ／栗山民也
試演会①　　 ぼくの国、パパの国　　　　  アユーブ・カーン＝ディン／鈴木裕美
朗読劇　　 　少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
試演会②　　 華々しき一族　　　　　　　　森本 薫／西川信廣
修了公演　　 ９階の42号室　 　　　　　　飯沢 匡／栗山民也
試演会　　    親の顔が見たい　　　　　　  畑澤聖悟／西川信廣
朗読劇　　    少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
リーディング公演  五月　　　　　　　　　　　  宮本 研／宮田慶子
修了公演①　 アンチゴーヌ　　　　　　　  ジャン・アヌイ／栗山民也
修了公演②　 ミセスサヴェッジ̶幸せの値段̶　ジョン・パトリック／山下 悟
朗読劇　　　 少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
試演会　　　 血の婚礼　　　　　　　　　  フェデリコ・ガルシーア・ロルカ／田中麻衣子
修了公演　　 嚙みついた娘　　　　　　　  三好十郎／栗山民也

試演会①　三文オペラ　　　　　　　　  ベルトルト・ブレヒト／宮田慶子
試演会②　あぶらでり／かどで　　　　  久保田万太郎／西川信廣
修了公演　リハーサルルーム　　　　　  篠原久美子／栗山民也
試演会①　岸田國士の世界／四つの短編集　岸田國士／宮田慶子
試演会②　テネシー・ウィリアムズの世界　テネシー・ウィリアムズ／西川信廣
朗読劇　　少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
修了公演　珊瑚囁　　　　　　　　　　  深津篤史／栗山民也
試演会①　美しきものの伝説　　　　　  宮本 研／西川信廣
試演会②　るつぼ　　　　　　　　　　  アーサー・ミラー／宮田慶子
朗読劇　　少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
修了公演　友達　　　　　　　　　　　  安部公房／栗山民也
試演会①　橋を渡ったら泣け！　　　　  土田英生／小林七緒
朗読劇　　少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
試演会②　かもめ　　　　　　　　　　  アントン・チェーホフ／西川信廣
試演会③　マニラ瑞穂記　　　　　　　  秋元松代／栗山民也
修了公演　美しい日々　　　　　　　　  松田正隆／宮田慶子
朗読劇　　少年口伝隊一九四五　　　　  井上ひさし／栗山民也
試演会①　ゼブラ　　　　　　　　　　  田村孝裕／鈴木裕美
試演会②　牛山ホテル　　　　　　　　  岸田國士／西川信廣
修了公演　ジ・アート・オブ・サクセス　 ニック・ディア／栗山民也
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演劇研修所の
3 年間

新国立劇場演劇研修所は、明晰な日本語を使いこなし、柔軟で強度のある身体を
備えた次世代の演劇を担う舞台俳優の育成を目指しています。
１、２年次の研修では、身体と言語をつなぐために俳優としての基礎的な訓練を
行い、演出家との「シーンスタディ」を重ねて様々な演技法を学習します。そし
て、「心」「身体」「声」を自由に使ってキャラクターを創造し、相手役の存在を意
識することを習得し、戯曲の提示する世界を全体として把握する力を養います。
３年次は、実践的な舞台実習を中心に、幅広い演技を身につけるとともに、スタ
ッフとの関わりの中で自立した舞台俳優としての方向性を見つけていきます。
修了生は、新国立劇場の主催公演のみならず、多くのプロデュース公演に出演し
活躍の場を広げています。

さまざまな役柄に挑む課程で、俳優として
「心」「身体」「声」を自由に使ってキャラク
ターを創造すること、相手役の存在を意識
することを習得し、戯曲の提示する世界を
全体として把握する力を養います。
また、一つの演技法に固持せず、日本の伝
統芸能を含むさまざまな演技法を学習する
ことにより、現代の多様なスタイルの演劇
に対応でき、演出家の要望に応える訓練も
行います。

環境の異なる場で上演することを通じて、
幅広い演技を身につけるとともに、劇場ス
タッフなどとの関わりの中で、プロの俳優
としての自覚を養います。
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俳優としての基礎固め
演劇に主体的に関わる

俳優としての声・身体と言語をつなぐ基礎
的な訓練に力点をおきます。
あわせて、戯曲や言葉に対する理解力を高
め、言葉が俳優の身体を通して台詞として
実体化されるプロセスを学びます。
また、劇作家、評論家、舞台技術者による
演劇史や理論のレクチャーによって、演劇
の本質についての思考能力を鍛えます。

1年次

2

2年次

3

3年次

キャラクターを創造する
俳優としての出発

舞台実習により役柄を確立する
舞台人として働く
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「俳優」をめざす自覚

「演劇」そして「俳優」の仕事の魅力は、自分自身の身体と心と頭脳を使って、
世界中のすべて 「̶社会」「歴史」「文化」「生活」「思想」「時代」「他人」など̶
と、全身でつながることです。
俳優は、あらゆる時代のあらゆる国で生まれた戯曲を通して、さまざまな多様
性に満ちた「人間」について考え、「人間」を作り出し、「人間」を表現してい
きます。
その作業は、ときに驚くほど大胆であり、また比類のないほど繊細で知的であ
り、その緻密さと美しさは、まさに「人間」そのものの可能性を追い求める芸
術だと言えます。
演劇研修所では、「明晰な日本語による台詞表現」「深い理解力と思考力」「柔
軟でタフな身体」、そして「豊かで個性ある人間性」を目指して、あらゆる角
度からのレッスンが積み重ねられます。
さらに、「自立した俳優・演劇人になる」という明確な目的を持つと同時に、
「ものを作る・生み出す」創造者としての、自覚的な生き方が求められます。
研修生としての時間は、俳優としての基本的な技術を習得すると同時に、「俳
優の生活の仕方」を習得するための時間でもあります。
それは、２４時間３６５日、自分を管理し調整し、見えない物に向かって己れ
を高めて行くという生活習慣を身につけることです。
身体訓練も発声もダンスも日舞もアクションも、またあらゆるメソッドのレッ
スンも、すべては的確な自己認識と、たゆまぬ向上心と好奇心によって支えら
れるのです。
「世界」と出会い、多様性を尊重し、「人間」の誇りと自由を大切にする……
その想いを多くの観客の皆様に届けて共有したいという、「演劇の可能性」を
信じる俳優をめざします。目的意識をしっかりと持ち続けて、俳優・演劇人と
して、そしてまた一人の人間として、これからの人生の基礎となり、そして財
産となる、素晴らしい時間を経験してほしいと思います。

 

演劇研修所長　宮田慶子

田中麻衣子　コーチ
表現することは楽しいことです。他者や観客
との共同作業である演劇は、様々な表現の中
でも特別に面白い。そしてその舞台に存在す
るには『力』が必要です。力とは、技術でも
あり経験でもあり、感性や身体的能力でもあ
り、それらはひっくるめると魅力という言葉
に置き換えられるのかもしれません。その
『力』の根幹を３年間の研修の中で具体的に
訓練していきます。自分の頭で考え、自分の
身体で行動し、劇世界を体現できる表現者を
目指します。

池内美奈子　ヘッドコーチ・声
声というのは自分のアイデンティティです。この
授業では、身体の使い方、呼吸の使い方、発声、
共鳴、声の幅、発語の筋肉などをみていきますが、
同時に自分の欲求は何なのか掘り下げ、まわりの
人たちとどう関わっていきたいのか実践で明らか
にしていきます。自分の見たくなかったところも
見ますが、自分の知らなかった自分にも出会いま
す。戯曲の台詞以外に、童話、小説、詩、政治ス
ピーチを題材として使います。

講座と講師一覧

担当講師より授業紹介

演技基礎
演技基礎　　
演技（マイズナー・テクニック）

シーンスタディ
戯曲を読む

ローナ・マーシャル
木村早智
藤野節子
宮田慶子
栗山民也
西川信廣
(以下 50音順 )

鵜山 仁
小川絵梨子
鐘下辰男
黒岩 亮
小林七緒
佐々木 愛
島守辰明
高泉淳子
谷 賢一
富沢亜古
山﨑清介

声
歌唱
声とことば
戯曲研究
日本演劇史
西洋演劇史
劇場の仕事
アレクサンダー
ダンス
アクション
ボディコンディショニング
トレーニング
日本舞踊
和楽器（三味線）
狂言
所作
サロン

池内美奈子
伊藤和美
飯原道代
河合祥一郎
水落 潔
河合祥一郎
田中伸幸ほか
石坪佐季子
河野有紀子
渥美 博、亀山ゆうみ
橋本佳子
柴田彰彦
花柳 和
杵屋巳織
万作の会
樋田慶子
近藤良平  細野晋司
ほか
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西川信廣　演劇研修副所長
俳優は言葉を使って表現するプロです。プロ
として劇作家の言葉に生きた活力を吹き込む
為には、その為の身体と心を磨くことは絶対
に必要です。同時に、台詞の背後にある役の
心や、相手への想いを読み解き、相手役との
関係性をどのように作り上げるかが、私は俳
優の仕事だと思っています。私の授業では、
テキストを使い、実践的にそのことを一緒に
探って行きます。同時に、俳優として、演劇
人として、時代をどう捉え、何を考え、どう
生きたらいいのかを演劇を通して考えて行き
たいと思っています。

講座と講師

 舞台写真撮影：落合高仁、小林由恵、林 泳煥
第 8期生修了公演『ミセス・サヴェッジ』

第 9期生修了公演『嚙みついた娘』




